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世界最初の自動車　
BENZ PatentMotorwagen

ドイツのカール・ベンツが作った３輪自動車（1886年）
写真提供：トヨタ博物館
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ベンツの広告

初めての自動車広告（1888年） ダイムラーは素晴らしい動物です。
まるで牡牛のように走る様子は
ご覧になったことでしょう。
厩舎で休んでいるときには
餌を与える必要はありません。
ダイムラーがガソリンを飲み込むのは
仕事をしているときだけです。
ダイムラーは脱穀も鋸引きも、
場合によってはポンプの役もこなします。
口や脚に伝染病がでたり、
愚かな真似をしてあなたを困らせることも
ありません。
突然怒り出してあなたを角に掛けたり
大事な穀物を踏み潰してしまうこともありません。
ですから ぜひこの動物をお買い求め下さい。
そうすればあなたはいつまでも
その恩恵を受けるでしょう。

Source; “For Love of the Automobile” Wolfgang 
Sachs, University of California Press
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2000～1980～1960～～1959

・ｷｬﾌﾞﾚﾀｰ
　

・ﾊﾟﾜｽﾃ

・ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ

・電子制御噴射(ｶﾞｿﾘﾝ） ・ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｼｽﾃﾑ
・ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰ

・ｵｰﾄﾏﾁｯｸﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ
・ＣＶＴ

・ﾌﾙﾀｲﾑ4WD

・ﾌﾞﾚｰｷｱｼｽﾄ

・燃料電池ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

・電子制御噴射
　(ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ）

・電子制御A/T・ｵｰﾊﾞｰﾄﾞﾗｲﾌﾞ
・5速A/T

・ﾄﾗｸｼｮﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ

・４輪ﾃﾞｨｽｸ ・ABS ・4輪ABS

・４WS

・衝突被害軽減ｼｽﾃﾑ

・ＶＳＣ ・安全統合
　ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ

・ｴｱｻｽ

・電子式ｴｱｻｽ ・ｱｸﾃｨﾌﾞｻｽ

・ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾒｰﾀｰ

・ｸﾘｱﾗﾝｽｿﾅｰ
・ﾊﾞｯｸﾓﾆﾀｰ

・ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞｺｰﾅｰﾓﾆﾀｰ

・ﾅｲﾄﾋﾞｭｰ

・ｶｰｽﾃﾚｵ・ﾗｼﾞｵ
・CDﾌﾟﾚｰﾔｰ

・ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ ・GPSﾅﾋﾞ

・ﾚｰﾀﾞｰｸﾙｰｽﾞ

・ﾏﾙﾁﾋﾞｼﾞｮﾝ

・ﾚｰﾝｷｰﾋﾟﾝｸﾞ

・ﾃﾚﾏﾃｨｸｽ

・ｵｰﾄﾗｲﾄ
・ﾊﾛｹﾞﾝﾗﾝﾌﾟ・ﾌｫｸﾞﾗﾝﾌﾟ

・ｼｰﾙﾄﾞﾋﾞｰﾑ

・通信/配信ｻｰﾋﾞｽ
・VICS

・ｴｱﾊﾞｯｸﾞ

・樹脂ﾊﾞﾝﾊﾟｰ
・衝突安全ﾎﾞﾃﾞｨｰ

・ｶｰﾋｰﾀｰ ・ｶｰｸｰﾗｰ ・ｴｱｺﾝ

・ﾊﾟﾜｰｳｲﾝﾄﾞｳ

・ｵｰﾄｴｱｺﾝ

・ﾊﾟﾜｰｼｰﾄ
・ｵｿﾞﾝｴｱｺﾝ

・ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｱｼｽﾄ

・ETC

車技術の進化

メカニカルから、 単体・アナログ電子制御、そして統合・デジタル電子制御へ

白字：　メカニカル技術　　　　黄字：　電子制御技術　　　　赤字：　統合制御技術・ITS
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交通事故 －国内－　

※警察庁交通局資料より作成
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地球温暖化 －CO2削減削減－－

京都議定書を受けた運輸部門のＣＯ２削減目標は、２０１０年で成り行きベース
に対し ▲４５百万ｔ（▲１５％）

平均車速
出典：日本自動車研究所資料
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＜運輸部門のCO2排出量実績と削減目標＞

出典：地球温暖化対策推進大綱
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ユビキタス社会の進展
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「「つながる」つながる」－車載車載ITITシステムシステム－

環境　　　 　　快適

　
人とつながる

▼ 遠隔表示･手元操作等

　 HMIの高度化

▼ ドライバー音声・表情認識

▼ナビ・地図の高度化

▼交通予測情報技術の導入

▼信号等インフラとの

　情報授受

社会とつながる

車載ITシステム

車両制御と
つながる

安全

▼車両統合制御の進展

▼リモートサービスの導入
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ITS【Intelligent Transport Systems】とは？

　事故や渋滞、環境対策などの様々な問題を、「情報化」と「知能化」により
　抜本的に解決する交通システム

(7) 商用車の効率化(1) ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝｼｽﾃﾑの高度化 (4) 交通管理の最適化

(8) 歩行者等の支援(2) 自動料金収受システム (5) 道路管理の効率化

(9) 緊急車両の運行支援(3) 安全運転の支援 (6) 公共交通の支援
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日本のＩＴＳの取り組み

日本におけるＩＴＳの発展

　IT戦略本部が「新たな情報通信技術戦略（ＩＴ戦略）」を策定。
　　　－ITS等を用いて、全国主要道の交通渋滞を2010年に比して半減させる事を目指す
　国家公安委員長コメント

　　　－2018年を目処に交通事故死者数2500人以下に

2010年

　IT戦略本部が「 IT新改革戦略 」を策定。安全を中心に官民連携した活動を開始
　　- 2010年 に、インフラ協調による安全運転支援システムの実用化開始

　　- 2012年 に、交通事故死者数 5000人以下
2006年

　第11回ITS世界会議を名古屋で開催。
　産官学合同で「ITS推進の指針」を策定し、
　ユーザー視点で「安全」・「環境」・「利便」の三つの柱に沿って方向性を整理。

2004年

　IT戦略本部がe-Japan戦略（2003年e-Japan戦略II） を策定し、
　ITSも重点分野のひとつ「生活」に位置付けられ推進2001年

　政府方針「高度情報通信社会推進に向けた基本方針」策定1998年

　関係省庁（警察庁、郵政省、通産省、運輸省、建設省）が合同で
　「高度道路交通システム(ITS)推進に関する全体構想」を策定。1996年

　第2回ITS世界会議を横浜で開催。1995年

　ITSに産官学が連携して取組む母体としてVERTIS※発足

　※Vehicle, Road and Traffic Intelligence Society　（現ITS Japan）
1994年
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日本のＩＴＳの取り組み

ITS推進体制

自動車メーカ

電機メーカ

民間（産）

インフラメーカ

等

　

警察庁

総務省

経産省

国の体制（官）

国交省
道路局

自動車交通局

内閣官房

４省庁5局

ITS-Japan

学

大学

研究機関
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トヨタのIT・ITSビジョン

持続可能なモビリティ社会の実現

ZeronizeZeronize

走るほど空気をきれいに走るほど空気をきれいに事故を起こさない・傷つけない事故を起こさない・傷つけない

乗るほど健康に乗るほど健康に

ｸﾙﾏの快適・利便性をさらに拡大ｸﾙﾏの快適・利便性をさらに拡大

渋滞をなくす、ＣＯ2を減らす渋滞をなくす、ＣＯ2を減らす死傷者をゼロにする死傷者をゼロにする

MaximizeMaximize

快適安全 環境

ＩＴ・ＩＴＳ技術の活用で実現に貢献

道路とクルマをつなぐ
インフラ協調システム

クルマ自体がセンサー端末となり、
道路情報を伝えるプローブシステム

人と社会とクルマを
つなぐテレマティクス

安全 環境 快適
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安全技術
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｢安全｣｢環境｣｢快適｣に向けた取り組み

■　情報ネットワークを活用したサービス展開

　　・「快適」将来サービスイメージ

■　サステナブル･モビリティの実現へ向けて

　　・プローブ情報システム

　　・軽量パーソナルコミュータ

　　・自動駐車

　　・自動隊列走行

■　 「死傷者ゼロビジョン」に向けた安全ｼｽﾃﾑの追求

　　・　統合安全コンセプト

　　・　ｲﾝﾌﾗ協調型安全運転支援ｼｽﾃﾑ

取り組み内容　　　　　　　　　　

安全

環境

快適
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死傷者
低減率

三位一体の三位一体の
取組みが必要取組みが必要

車車

交通交通
環境環境

人人

+
自律系システム

インフラ
協調システム

2000                          2010                           20X0年

-20%

予防安全予防安全

死傷者ゼロ

衝突衝突安全安全

+
人への
啓蒙・教育

三位一体の三位一体の
取組みが必要取組みが必要

車車

交通交通
環境環境

人人

+
自律系システム

インフラ
協調システム

2000                          2010                           20X0年

-20%

予防安全予防安全

死傷者ゼロ

衝突衝突安全安全

+
人への
啓蒙・教育

安全 死傷者ゼロビジョン
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パーキングパーキング 予防安全予防安全 プリクラッシュ
セーフティ
プリクラッシュ
セーフティ 衝突安全衝突安全 救助救助

さらなる安全に向けてさらなる安全に向けて安全

「全ての運転ステージ」「全ての運転ステージ」

「安全システムの連携」「安全システムの連携」

統合安全コンセプト統合安全コンセプト
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認知認知
ドライバーの状態
（顔向きなど）

ドライバーの状態
（顔向きなど）

車両挙動など車両挙動など 車間距離、歩行者など車間距離、歩行者など

操作操作
車両の制御車両の制御 光・通信・音など光・通信・音など表示・音など表示・音など

判断判断
DSS コンピュータ

（危険の大きさに応じた最適な制御）

DSS コンピュータ
（危険の大きさに応じた最適な制御）

DSS: Driver Support SystemDSS: Driver Support System

統合安全コンセプト統合安全コンセプト安全
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ﾚｰﾀﾞｰｸﾙｰｽﾞ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ
ﾚｰﾀﾞｰｸﾙｰｽﾞ
ｺﾝﾄﾛｰﾙ

ﾚｰﾝｷｰﾋﾟﾝｸﾞｱｼｽﾄﾚｰﾝｷｰﾋﾟﾝｸﾞｱｼｽﾄ

ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ
ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｱｼｽﾄ
ｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ
ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｱｼｽﾄ

G-Book
G-Link
G-Book
G-Link

ブラインド
コーナー
モニター

ブラインド
コーナー
モニター

ナビ協調
システム
ナビ協調
システム

ﾊﾞｯｸｶﾞｲﾄﾞ
ﾓﾆﾀｰ
ﾊﾞｯｸｶﾞｲﾄﾞ
ﾓﾆﾀｰ

車線逸脱警報車線逸脱警報

車間距離警報車間距離警報

インフラ協調
システム
インフラ協調
システム

ﾌﾟﾘｸﾗｯｼｭ
ｾｰﾌﾃｨｼｽﾃﾑ

VD　I　M
ﾌﾞﾚｰｷｱｼｽﾄ
VD　I　M
ﾌﾞﾚｰｷｱｼｽﾄ

VSC
ABS
VSC
ABS

GOAGOA

予防安全 プリクラッシュセーフティ 衝突安全

衝突

パーキング 救助

統合安全コンセプト統合安全コンセプト

情報提供・運転負荷軽減 警報・事故回避操作支援 被害軽減 乗員保護 救命

ヘルプ
ネット
ヘルプ
ネット

シートベルト
エアバッグ
シートベルト
エアバッグ

ﾌﾟﾘｸﾗｯｼｭ
ｾｰﾌﾃｨｼｽﾃﾑ
（後方対応）

安全
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プリクラッシュセーフティ安全

衝突衝突

予防安全 プリクラッシュセーフティ 衝突安全

アクティブヘッドレスト

ミリ波レーダー

衝突判断コンピューター

モータライズドシートベルト

サスペンション制御

プリクラッシュブレーキアシスト
プリクラッシュブレーキ

ステレオカメラ
ドライバモニターカメラ

後方ミリ波レーダ

前側方ミリ波レーダ（左右）

◆進路上の車両や障害物を検知して、衝突被害を軽減
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インフラ協調システム検討安全

青字はインフラとの協調が必要な情

事故データ 事故原因 インフラからの情報活用

人身事故の状態別割合

判断
ミス
16%

認知
ミス
54%

ルール
違反
30%

要因解析結果

黄色は自律系システムでは
対策困難な事故

931,934件
（2000年）
ITARDAデータ

追突
29.7%

出会い頭
26.5%

右左折
14.4%

対歩行者
9.2%

車両相互
その他
10.8%

車両
単独
5.7%

正面
衝突
3.6%

931,934件
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14.4%
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車両相互
その他
10.8%

車両
単独
5.7%

正面
衝突
3.6%

情
報
提
供

注
意
喚
起

介
入
制
御

死角情報提供

周辺車両・歩行者情報提供

信号情報による警報

規制情報による警報

信号情報による
自動停止・速度制御

規制情報による
自動停止・速度制御
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安全 インフラ協調システム具体例

死角

路側機

ｶﾒﾗ／ｾﾝｻ

車載機

トラックの陰に
車が！

カーブの先に
停止車が！

まもなく
赤信号だ！

【死角の対向車情報提供】
　トラックなど死角の車両情報を路側機から取得

【見通し外道路の停止・低速車両情報提供】
　カーブの先の停止・低速車両の情報を路側機から取得

【信号見落としに対する警報・停止支援】
　信号機から信号サイクル等の情報を取得

大型トラック
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インフラ協調システム主なサービス安全

DSSS
（一般道）

DSRC
自動車
専用道

主な支援サービス 車載器構成

＜発進遅れ防止＞ ＜一時停止規制見落し防止＞

＜前方障害物情報提供＞ ＜合流支援情報提供＞ ＜前方状況情報提供＞

①カーブ先の
　渋滞や停止車
　 を検知

②ｲﾝﾌﾗよりカーブ先の
　障害情報を配信

③カーナビより
　 ドライバへ注意喚起

①路側センサで
　 合流車を検知

②ｲﾝﾌﾗより合流車の
　　存在情報を提供

③カーナビより
　 ドライバへ注意喚起

①この先の

　　交通状況をドライバへ提供

　　

②ピピッ　　　　　　　
「一時停止です」

①ポンッ、「この先
一時停止があります」

ナビ

ＤＳＳＳソフト

DSRCソフト

インストール

インストール

（VICSﾋﾞｰｺﾝﾕﾆｯﾄ）

アンテナ（光）

アンテナ（電波）

DSRC車載器
（ETC機能を含む）

　ピッ

＜信号見落し防止＞

②ピピッ、「信号注意」

①ポンッ、「この先
赤信号です」



26

プローブ情報システムプローブ情報システム環境

出典：JSK
車載表示器

プローブ情報センター

天 候

事 故

駐車状況

円 滑

道路規制

スリップ

渋 滞

●車両走行状態を交通情報収集のセンサーと捕らえ、走行軌跡より渋滞情報や所要時間情報

　 を収集し　これをセンターへ集め、「情報補完」を狙う。

●この情報をユーザー間で相互利用し最適経路案内を図る。
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　課題①　情報化は移動を減少させるか？

高度情報化は移動の代わりとなるが、新たな移動を喚起する可能性もあり。

ＩＴ・ＩＴＳ活用による 「移動の価値」向上がより重要に

高度情報化は移動の代わりとなるが、新たな移動を喚起する可能性もあり。

ＩＴ・ＩＴＳ活用による 「移動の価値」向上がより重要に

移動が減る
　・　節約したい時間、避けたい移動を
　 　通信が肩代わり

　　　例：電子メール、テレビ会議

移動が増える
　・　移動自体に価値がある
　　　例：新しいドライブ感覚

　・　知らなかった情報を得ることにより移動したくなる
　　　例：秘湯旅行、個性的なレストラン

移
動
量

通信量
出典：「情報化社会と交通」研究会（０２年　国交省）
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課題②　制御の高度化は移動の自由を奪う？

クルマの“ドア to ドアの自由な移動”をいかに確保・高度化していくかが重要クルマの“ドア to ドアの自由な移動”をいかに確保・高度化していくかが重要

航空機

電 車

船 舶

クルマ

自由な移動

管理された
移動

自動列車制御装置、ATC
(Automatic Train Control）

自動飛行制御システム
（automatic flight control system）

船舶自動識別装置、AIS
（Automatic identification system）

自律系運転支援から

ＩＴ・ＩＴＳの本格導入


